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１，目的１，目的１，目的１，目的 
 近年、海域における水質悪化対策として、海水の交換機能を持たせた各種構造物の研究・開発

が盛んに行われている 1)。水質悪化が問題となる港湾は湾奥部の低波浪条件下の地点が多いため、

そのような条件に対応した導水効果の高い海水交換形式が望まれている。筆者ら 2)は、これまで

にゴム材を利用した浮体式海水交換型防波堤の開発を行い、その有効性を検討してきた。 
 本研究では、ゴム材を用いた浮体構造物をケーソン内部に配置することにより、低波浪条件下

における海水交換型型式の性能を水理実験により評価するとともに、浮体構造物の内部の水圧特

性について把握することを目的としている。 
２，実験方法２，実験方法２，実験方法２，実験方法 

実験は、長さ 30m，幅 23m，深さ 1.2m
の水槽で実施した。縮尺は 1/5 であり、一

様水深上に模型を設置した。模型断面の概

要を図 1 に示す。これは、ケーソン内部に

ゴム材を用いた浮体構造物を設けることを

想定している。浮体構造物は剛体部とゴム

材から構成される。剛体部は合成樹脂板に

より作成し、比重は約 0.9 である。剛体部

は、外側から覆うようにゴム膜で包まれて

いる。なお、剛体部は沖側で固定されるヒ

ンジ構造となり、自由な傾動が可能である。

実験水位は太平洋沿岸の潮位変動幅を想定し、H.W.L で実施した。実験波浪は，低波浪条件を対

象とするために現地量で波高 5～35cm，周期 1.8～7.0 秒の一方向規則波を与えた。なお、本研

究で期待する浮体構造物の役割は以下のとおりである。 
①浮力調整した剛体部が常に水面付近に位置することから，砕波による流入を促進する。 
②ヒンジ状構造により自由な傾動が可能であるが、内部に水が充填されていることから、不要

な振動を軽減する。 
③浮体構造物の起立により，遊水部から港外への流出を減少させ、導水効率を向上する。 

３，実験結果３，実験結果３，実験結果３，実験結果 
 以下に実験結果を示す。なお本検討結果はすべて現地量で表している。 
1)導水性能 
 図 2 に周期をパラメータとした入射波高と導水量との関係を示す。横軸に入射波高、縦軸に単

位幅当たりの導水量を示している。周期別に比較すると波高と導水量はほぼ比例し、低波浪条件

下においても導水効果を有することがわかる。周期 4.0sec 以下の短周期波では導水性能が低下し、
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図 1 模型概要 
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波高が大きくなっても導水量の増加は緩やかで

ある。ただし、実海域においては周期 4.0sec
以上の波がほとんどであるため、実用上問題な

いと考えられる。本実験結果によれば波高約

20cm、周期約 5.0sec 以上で有効な導水効果（毎

秒 0.15m3/m 以上）があるため、低波浪条件下

においても効果的な海水交換形式であると言え

る。 
2)内部水圧の検討 
 浮体構造物の内部水圧（図 1 参照）の経時変

化を図 3 に示す。比較のために浮体構造物が

ない場合の水圧変化も併記した。浮体構造物

内部の水圧変化は、浮体構造物がない場合と

ほぼ同様の傾向を示し、周期はほぼ一致して

いる。水圧の振幅は、若干小さいものの、ノ

イズのような小さな変動が生じている。この

変動は、浮体構造物の運動に起因していると

考えられるが、水圧変動に大きな影響は与え

ていない。したがって、浮体構造物の内部水

圧は、浮体構造物の運動にほとんど関係なく、

波の通過時の静水圧により支配されると考え

られる。 
 また、図 4 に浮体構造物内部の最大・最小水圧と

波高との関係を示す。水圧は一波毎のバラツキがあ

るため、最大および最小データ 10 個の平均値をと

った。波高と浮体構造物内部の最大・最小値とは線

形の関係があり、波高が大きくなるにつれて最大・

最小値の差は大きくなる。なお、その差分の値は、

波高の静水圧値の２倍程度である。これは、前述し

たように、波の通過による水圧変動の影響を受ける

ため、入射波高との関連性が高くなったと考えられ

る。 
４，結論４，結論４，結論４，結論 

本研究で得られた主要な結論を以下に示す。 
• 浮体構造物をケーソン内部に配置した海水交換型防波堤は、低波浪条件下においても有効で

ある。しかし、周期が短くなると導水性能が低下する。 
• 浮体構造物の内部水圧は、浮体部分の運動に関わらず、静水圧の影響が支配的である。 
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図 ４ 内部水圧と入射波高の関係 

図 ３ 内部水圧の時系列変化 
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図 ２ 入射波高と導水量の関係 
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